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諮問の背景について 1 

日本が抱える課題解決の柱として、ロボット革命の実現を提言 
地域活性化・地域構造改革の実現を提言 

小型無人機 

 人が立ち入れない場所において作業を行うための
ロボットの重要性 

 手軽に入手可能な新しいタイプのロボットの登場 
 様々な分野へのロボットの活用可能性 

 

 2020年にロボット革命を実現するための5カ年計画
を策定 

ロボットの利活用を支える新たな電波利用システム
の整備についても言及 

 自動飛行、自動走行等の「近未来技術に関する実証プ
ロジェクト」と、その実現のための規制改革等を検討 

 プロジェクトの実施主体となる民間企業等の提案を公
募、採用するべき技術実証プロジェクトや、その実現
のための規制改革について検討 

政府全体の動き 

救助用ロボット 

社会への普及 

ロボットにおける電波活用ニーズの高度
化に応えるため、電波利用に係る環境整
備について、技術的検討が必要。 

総務省 

日本再興戦略 
平成25年6月策定、平成26年6月改定 

ロボット革命実現会議 
   ロボット新戦略 平成27年1月策定 

事務局：内閣官房 
近未来技術実証特区検討会 

事務局：内閣府 

ロボットの活用ニーズ
の高まり 



ロボットにおける電波利用イメージ 

 画像伝送 
（1.2GHz帯、2.4GHz帯、50GHz帯等） 

 データ伝送 
（920MHz帯、2.4GHz帯等） 

 操縦コマンド伝送 
（73MHz帯、400MHz帯、920MHz帯、2.4GHz帯等） 
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ロボットの利用イメージと電波の利用イメージ 

  
  
 

 

現在でも、ロボットの運用（画像伝送、データ伝送、操縦コマンド等）に使用可能な周波数帯は複数存在するが、小
型無人機の普及等により、特に高画質や長距離の画像伝送用途等についてのニーズが高まっており、利便性向上のた
め、使用可能周波数の拡大、最大空中線電力の増力などに向けた検討が必要となっている。 

社会インフラ維持・管理 

災害対応 
画像伝送のイメージ 

操縦者 

空中撮影 

各種産業用 

小型無人機 

救助用ロボット等 無人重機 

ラジコンヘリ 

農薬散布 

無人化施工 

小型無人機 



 

１．諮問事項 

３．答申を希望する時期 

ロボットにおける電波利用の高度化に関する技術的条件 
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２．具体的検討課題 

 ロボットの用途（災害用、産業用、レジャー用等）に応じた電波利用の要求条件 

 ロボットにおける電波利用の高度化に関する技術的条件（ロボットにおいて使用さ
れる無線システムの使用周波数、空中線電力等） 

 既存無線システムとの周波数共用条件 

平成２８年３月頃 

諮問の概要 

４．答申が得られた際の行政上の措置 

省令改正等、所要の制度整備を実施 
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